謙
私たちは、より敬虔な者となる助けとなる、さまざまな霊的訓練について学んでいます。
訓練の定義：
1. 誰も好まないが、誰もが称賛するもの。
1. 卓越性のために、人目につかないところで行われること。
例えば、オリンピックの100メートル走の選手たちは、10秒間続く競技のために、4年間練習し、自分自身を鍛錬します。霊的な面では、鍛錬を身につけずに敬虔さを達成することはできません。パウロが言うように、
愚かな理論や作り話の議論で、むだな時間を費やしてはなりません。むしろ、時間と労力とを有効に使って、いつも霊的に高められるよう自分を訓練しなさい。
- テモテへの手紙Ⅰ 4:7b
しかし、敬虔さは音楽やスポーツなどとは異なります。なぜなら、念頭に置かれているのは公の演技ではないからです。私たちが霊的な鍛錬を追い求める理由はただ一つ、敬虔さを達成するためです。
このセッションでは、私たちの学びにおける第7の霊的訓練である謙遜について考察します。さて、ほとんどの人は謙遜を、訓練というよりも美徳（人格の特質）と見なします。違いは何でしょうか。美徳とはあなたが持っているものですが、訓練とはあなたが実践するものです。あなたは謙遜を実践するのであって、それを所有するのではありません。実践していくと、それはあなたの人格の一部になります。最大の危険は、自分が謙遜を持っている、あるいはそれを用いることができると考えることです。なぜなら、そうすると、それは高慢になるからです。
謙遜に関する一般的な態度
1. 私たちの文化では、人気がなく、称賛もされていません。
私たちは一番になりたい、または有名になりたいと思いますが、謙遜（真の謙遜）はその妨げになります。
2. 私たちは他の人の謙遜を好ましく思いますが、自分自身が謙遜でありたいとはめったに思いません
私たちは、たいていの場合、謙遜な人々が自分の立場を脅かさないため、身近にいることを好みます。私たちは、頂点に達してから謙遜に取り組むほうを望みます。例えば、イエスの弟子たちでさえ、自分たちの中で誰が一番偉いかを議論していたことから、このようであったことが分かります（マルコの福音書 9:33-35）。謙遜とは、私たちが何者になるかというよりも、何を求めるかに関わるものです。
3. 謙遜は低い自尊心の結果ではありません
自分自身を好まない人が、自動的に謙遜しているわけではありません。それどころか、謙遜の訓練を実践する人々は、通常、自分に確信を持ち、自分の才能や賜物を自覚しています。自分の真の価値を正直に評価することは、真の謙遜を培うために必要な訓練を実践する助けとなります（これらについては後で説明します）。
4. 私たちは、謙遜を訓練として実践することにおける自分の成功を測ることができます
謙遜を実践するために私たちが行うことは、目に見え、測ることができます。しかし、実践することをやめ、ただ自分を謙遜な者だと考えるだけになると、私たちは容易に高慢に陥り、高慢な人が犯す過ちを犯してしまいます。
謙遜な心のための戦い
私たちは皆、謙遜な心を持つという考えを好むと思いますが、そのために必要となるかもしれない葛藤を考えると、ためらってしまいます。
⁴³ しかし、あなたがたの間では違います。偉くなりたければ、みなに仕える者となりなさい。 ⁴⁴ 人を支配したければ、奴隷のように仕える者となりなさい。 ⁴⁵ メシヤのわたしでさえ、人に仕えられるためではなく、仕えるために来たのであり、多くの人の罪の代償として、自分のいのちを与えるために来たのです。」
- マルコの福音書 10:43- 45
弟子たちは、クリスチャンとしての生活の自然な一部として謙遜を実践します。
³ 自己中心であったり、見栄を張ったりしてはいけません。謙遜になって、他の人を自分よりもすぐれた者と考えなさい。 ⁴ 自分のことばかりにとらわれるのではなく、他の人のことにも目を向けなさい。
- ピリピ人への手紙 2:3-4
教会におけるクリスチャンの謙遜とはどのようなものか。
1. 利己的な動機を取り除く（単に自分の望みだけではない）。
1. うぬぼれを減らす（積極的に他の人のことを考える）。
1. 自分よりも他の人を重要だと考える（自分の必要や優先事項よりも、他の人の必要や優先事項を先にする）。
1. 他の人に仕える（私たちの焦点は、単に自分自身にではなく、他の人に仕えることにある）。
質問：なぜ私はこれをすることができるのでしょうか。私の動機は何でしょうか。
· イエスの人格（完全）
· イエスの生涯（奉仕）
· イエスの犠牲（完全）
· イエスの動機（私に対する彼の愛！）
イエスに心を向けることは私に感謝を生じさせ、私の感謝は謙遜の訓練への動機となります。
謙遜の訓練における日々の実践のヒント
謙遜の訓練を実践するために行うべき三つのことがあります：
1. 自分を高めたいという欲望を抑える
神は一人ひとりに才能を与え、またそれを用いる機会をも創造することがおできになります。時が来たときに神があなたを昇進させてくださることを信頼しなさい。あなたの召しが来たときには、神に頼りなさい。
2. 他の人のために立ち上がる
自分にはあまり価値がないように思える人々に仕える機会を探しましょう。貧しい人々や弱い人々を軽視するのは簡単ですが、神はまさにこのような人々に仕えるよう、私たちを召しておられます。他の人々の必要に応えるために立ち上がることは、私たち自身の内に謙遜な人格を真に育てます。
3. 神の前に低く身をかがめる
すべての心配を神に委ね、祝福に対する感謝をすべて神にささげ、人生のあらゆる部分について完全に神に頼りなさい。自分を低くするこの実践は、謙遜という訓練においてあなたの霊を鍛えます。謙遜の訓練は常に信仰の行為であり、常に困難ですが、神はキリストにあって、謙遜な心に心と霊の平安を報いてくださいます。
